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2021 年 8 月 4 日 
中国電力株式会社 

島根原子力発電所２号炉 30 年目高経年化技術評価書の記載誤りについて 

 島根原子力発電所２号炉（以下，「島根２号炉」という。）では，現在審査中（2018 年 2
月 7 日申請）の 30 年目高経年化技術評価書（以下，「PLM 評価書」という。）において，調
達先からの報告により，一部の評価結果に誤りがあることが判明したため，以下のとおり報
告する。 

１．概 要 
 2021 年 7 月 28 日，調達先より，島根２号炉の PLM 評価に使用している計算ソフト
（EVAST）（以下，「EVAST」という。）の 2013〜2014 年に改訂を実施したバージョン
（Ver.2）以降のプログラムの一部に誤りが確認された旨，報告を受けた。（EVAST を用
いた島根２号炉の PLM 評価業務は 2017 年に Ver.2 で実施。） 

EVAST は，別紙（１）の原子炉圧力容器の解析評価フローに示すとおり，FEM 解析等
により算出された応力値を用いて，一次応力評価，一次＋二次応力評価及び疲労評価を行
う際に用いる計算ソフトである。 

確認された事象概要は以下である。 

【事象概要】 
ａ．停止事象の事象分割誤り 

  供用状態 A，B の疲労評価において，熱サイクル上の全時点の一次＋二次＋ピーク
応力を計算する際に，本来連続するものとして定義すべき停止事象（○A 〜○E ）が○A 〜
○C と○D 〜○E で分割して定義され，○C で停止した後，○D において定格運転から再開され
ることで，定格運転から停止に至る経路が 2 回繰り返されることとなっていた。 

図 1 停止事象の事象分割イメージ 

正：事象○A 〜○E を連続 誤：事象○A 〜○C ，○D 〜○E で分割
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ｂ．停止事象のうち，特定の事象の誤った回数設定 
   1 回の停止事象○F につき 5 回（5 倍）の原子炉注水を想定するケースにおいて，プ

ログラムの一部が欠落していたことにより，本来設定すべき範囲と異なる範囲が５
倍されることとなっていた。 

 
正：事象回数 5 倍の範囲 
・○F -01 から○F -02 の経路 

・○F -02 から○F -03 の経路 

誤：事象回数 5 倍の範囲 
・○F -02 から○F -03 の経路 

・○F -03 から○F -04 の経路 

 
 

 

図 2 特定の事象の誤った回数設定イメージ 
 

ｃ．起動事象回数の過大評価 
   起動停止が関係する組合せのピーク応力差の回数設定において，停止事象後に定

格運転に戻るように設定されていたことから，応力差が大きくなる経路が過大にカ
ウントされることとなっていた。 

 
正：起動回数を消化 誤：起動回数を消化せず 

  

図 3 起動事象回数の過大評価イメージ 
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２．影響評価 
本事象を踏まえ，PLM 評価書及び補足説明資料への影響を確認した結果，修正が必要

となる箇所が確認されたが，いずれも疲労評価としては緩和される結果となることから，
PLM 評価結果への影響はないことを確認している。（別紙（２）及び（３）参照） 

 
３．今後の対応 

本事象については，既に島根原子力発電所において CR 登録済であり，社内の不適合管
理に基づき，是正処置を含め適切に対応していくとともに，正しい評価となることを検証
済みの計算ソフトで再評価し，今後の審査の中で修正箇所について説明していくことと
する。 

 
４．別紙 
（１）原子炉圧力容器の解析評価フロー 
（２）島根２号炉 高経年化技術評価書 修正前後比較表 
（３）島根２号炉 高経年技術評価（低サイクル疲労）補足説明資料 修正前後比較表 
 

以 上 
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原子炉圧力容器の解析評価フロー 
 
＜EVAST の改訂履歴＞ 

計算ソフト名 年度 改訂内容 
EVAST Ver.0 2008 初版（ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ用からﾊﾟｿｺﾝ用への移行） 
EVAST Ver.1 2011 応力集中係数乗算方法の拡張 
EVAST Ver.2 

(EVAST Ver.2’） 
2014 

ASME の設計疲労線図を呼び込む機能等の追加
（Ver.2’は検証作業中に一時的に作成したもの） 

EVAST Ver.3 2019 使用 OS 変更に伴う変更 
   ■：誤りが確認されたバージョン 
     （島根２号炉の PLM 評価業務は，2017 年に Ver.2 により実施。） 
 
 

別紙（１） 



 
島根２号炉 高経年化技術評価書 修正前後比較表 
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修正前 修正後 
容器の技術評価書 

 

容器の技術評価書 

 

別
紙

（
２

）
 



 
島根２号炉 高経年化技術評価書 修正前後比較表 
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修正前 修正後 
耐震安全性評価書 

 

耐震安全性評価書 

           



島根２号炉 高経年化技術評価（低サイクル疲労）補足説明資料 修正前後比較表 
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修正前 修正後 
補足説明資料（低サイクル疲労）（1/7） 補足説明資料（低サイクル疲労）（1/7） 

別
紙

（
３

）
 



島根２号炉 高経年化技術評価（低サイクル疲労）補足説明資料 修正前後比較表 
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修正前 修正後 
補足説明資料（低サイクル疲労）（2/7） 補足説明資料（低サイクル疲労）（2/7） 



島根２号炉 高経年化技術評価（低サイクル疲労）補足説明資料 修正前後比較表 
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修正前 修正後 
補足説明資料（低サイクル疲労）（3/7） 補足説明資料（低サイクル疲労）（3/7） 

本
資

料
の
う

ち
，
枠

囲
み
の

内
容
は

機
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係
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島根２号炉 高経年化技術評価（低サイクル疲労）補足説明資料 修正前後比較表 
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修正前 修正後 
補足説明資料（低サイクル疲労）（4/7） 補足説明資料（低サイクル疲労）（4/7） 

本
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料
の
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，
枠
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島根２号炉 高経年化技術評価（低サイクル疲労）補足説明資料 修正前後比較表 
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修正前 修正後 
補足説明資料（低サイクル疲労）（5/7） 補足説明資料（低サイクル疲労）（5/7） 

本
資

料
の
う
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，
枠

囲
み
の
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容
は
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島根２号炉 高経年化技術評価（低サイクル疲労）補足説明資料 修正前後比較表 
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修正前 修正後 
補足説明資料（低サイクル疲労）（6/7） 補足説明資料（低サイクル疲労）（6/7） 



島根２号炉 高経年化技術評価（低サイクル疲労）補足説明資料 修正前後比較表 
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修正前 修正後 
補足説明資料（低サイクル疲労）（7/7） 補足説明資料（低サイクル疲労）（7/7） 




